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われモンスタ ー 」と呼び ． ユ ダヤ教が生んだ伝説の





一方 ． スピルパ ー グの「A.I.I」にエンター テインメン
トアンド ロ イドが出てくるが， 結局悲しい存在として
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象となっていない. 90年代まで惑梢処理と同様に生
産 ， 防衛 ． 宇宙開発と関係がなく. HRIとHCIの分野
が普及し始める時まで研究される価値が認められてい
なかった可能性がある． ロ ポットと（主に）コンピュ ー
タが人間とのインター ラクションの機会が増大するに
つれて ． システムに「人間らしさ」や「想像力」などが求
められ始めている． マ イク ロ ソフト社のWordのイル
ががコメディアンになったら使いやすくなるという
訳でないが ． 例えば自分自身を皮肉で卑下するような
使用方法を取れば ， ユ ー ザのストレス（怒り？）が軽減
する可能性がある．
1.1 ユ ー モアの必要性
我々の生活に笑いが重要なものであることは直惑的
に分かるものであるが最近まで科学的な証明が難し
かった ． キケ ロ 5 ' カント ， フロイド (Morreall[l]と
Attardo[2]で ユ ーモア理論の歴史を紹介している）な
どがユ ーモアの重要性を強調していたが ， 20世紀まで
その具体的な理由に言及していなかった ． ユ ーモアは





実証されても ． ユ ーモアの生成過程は不明のままであ
る． そのため ． ユ ーモア生成アルゴリズムは主に言語
学的な現象に基づいていて ． 五惑の入力による状況把
握が求められる認知科学的なアプ ロ ー チは， 著者らが
調べたかぎり． 存在しない． しかし ， 人工コンパニオ
ンのプ ロ ジェクト
6がEUの政府機関などによる助成に
より開始され ． 日常生活で常 時人間と共存するエ ー
1 http://ja.wikipedia.org/wiki/ AI. 
2 http:/ /ja.wikipedia.org/wiki/ク ー ミネ ー タ ーー （映画）
3 http://www.comedycentral.com/shows/futurama/index.jhtml 
4 マイクロソフ1、社のワ ー フロソフトであるWordのヘルフシス
テムとしてイルカと対品形式で修1[する機能がある ．
5 マルクス＝トゥルリウス ー キケロ． ロー マの政治家 ． 雄弁家 ．
文人 ．
Hokkaido University, Graduate School of Information Science 6 http://lirec.eu/ 
and Technology http:/ /www.cogmron.org/final/Home.php 
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ジェントがより広範囲にかつ深く研究され始めてい 可能性が高いが ． 前者の表丹表現を利用する場合は直
る ． このような研究ではユ ー モアによるストレス減少 接翻訳できない ことがほとんどである．
についても言及されている[9]. 日本が超高齢化社会
を迎え、 インテリジェント ・ システムが冷酷なマシン
のままであると ． お年寄りのユ ー ザの随康に悪影蒋を
及ぼす可能性が高い．
ユ ー モアという現象の生成過程が解明されていない
ため． 全員が同意できる ユ ー モアのただ 一 つの コ ン





スであって ． 相手を笑わせるというの は「空気を読む」
·� カにもつながる ．
相手の 惑梢的な状態を把握し ． 推論力と常識的知識
を使用する必要があるため ． その能力の コ ンピュ ー タ
こよる実現は未だに困難である ． 日本ではロポットは
レンドリ ー なイメ ー ジであるが ． ユ ー モアの実現が





.2 ユ ー モアの表し方
どたばた喜劇 ． おかしい音 ． 面白い絵 ． コ メディ中
．う突然の状況変化 ． ジェスチャー によるギャグなどに
::,,.って人を笑わせることができるが ． 言築という手段
が 一番一般的であろう． ユ ー モアの 研究がほとんど言
月を対象としている理由は他にもある ． まず ． テキス
だとデー タを収鎖• 分析しやすいという利点が挙げ
うれる ． ジョ ー ク集などが存在するため ． ある意味で
評価済み」のデー タが手に入りやすい． もちろん ． コ
ピュ ー タによる処理になると ， テキストは画像や動
などより扱いやすい． こ のため過去に一つの研究だ
とが文困以外を対象としている ． この研究は. 1995 
年に Nackら[12]によって行われたもので． ピデオ編
叶こよって「ピジュアル ・ ジョ ー ク」の生成を試みてい
言痣によるユ ー モアは二つのアプロー チに分けるこ
：：ができる ． 一つは表培表現を扱うものであり． もう
つは恋味的な概念を利用するものである ． 駄洒落は
打者の タイプの例であり ． スト ー リ ー 型のジョ ー クは




2 . ジョ ーキングマシーンの屋史
本政では自然言語処理の 高速化及び言語資源の増大
により90年代から現れ始めたアイディアを種類ごとに
簡単に紹介する ． なお ． 対象言語は英語と日本語の シ
ステムの 例のみである ．
2.1 駄洒落系(puns)
一番古いと思われるシステムはLessard and Levison 
[13]の 「Tom Swifties」だと考えられる ． 名詞と副詞を
ペアにして面白さを表現するプログラムであった ．








(Joke Analysis and Production Engine) の提案を行っ
た． そ の プログラムはパ ー タンマッチングによってな
ぞなぞの構成を推測するもの で. WordNet[18]を用
いていたため多くのなぞなぞを生成することができ
た． しかし ． 慈味不明な出力が多く「面白い」と言える
ものが少なかった． 評判が良かったものの ひとつは下
記のもの である ．
-What do you call a murderer with fibre?
-A cereal killer. (cerealとserialの発音が近ti).
1999年にVenourが2単語で前文を コ メントするプ
ログラムを構築した[19]. 例えば
The surgeon digs a garden. A doc yard. (「ドック」は
「医者」のスラング ． 「ヤ ー ド」は「庭」． 合わせたドック
ヤ ー ドが「造船所」に聞こえる）
3年後. McKayがone-liner( 一行ジョ ー ク）を生成
するプログラムを紹介した[20]. 出力の例を以下に示
す ．
The performing lumberjack took a bough. 





よりモジュ ー ル化された STANDUP(System to Aug­
ment Nonspeakers Dialogue Using Puns)が開発され
て ． コ ミュニケ ー ション障害者の子供の対話を楽しく








する頭字語の単語を内き換えるという操作と ． もう 一
つは2単語の入力に対して（面白い）関連語を揃え ， 新
しい頭字語を作成する機能である． 例えば ． 「DMSO」
は「Defense Modeling and Simulation Office」（防衛
モデル化及びシミュレ ー ション局）であるが ， システ
ムが「Defense Meat-eating and Salivation Office」（肉
食い防衛及び唾液分泌局）に変更する ． 「fa s t 」と
「processor」を入力した場合はTORPIDという頭字語
が提案される ． その内容は「Traitorously Outstand­
ingly Rusty Processor for Inadvertent Data processing」
（うかつなデ ー タ処理ための貌く程鉗びたプロセッサ）
である ．
2.2 コンセプト間を利用したユ ー モア
少数であるが ． より深く、意味処理を行うチャレンジ





It was so cold, I saw a lawyer with his hands in his 
own pockets. (l i つも誰かのポケットからお金を出し
て/ l るイメ ー ジから）
2年後Stark. Binsted. and Bergen [27)は次のよう
な ジョ ー ク のた め に最適な箇所と なるフレ ー ズ
(punchline, 落ち）を短い候補のリストから選択するプ
ログラムの紹介を行った ．
I asked the bartender for something cold and filled 
with rum, so he recommended his wife. 
パー テンに冷た/ l ラム系のカクテルを頼んだら ． 彼は
自分の妻を消めた．
このような手法は適用範囲が狭く ． しかも特殊な知
識ベ ー スを必要としていたため ． その応用は難しかっ
た ．
698 
次に. Tinholt and Nijholt [11]のわざと間違った代
名洞関係を利用するフロ1、クイプシステムの提案を
行った ． アイディアは次のようなジョ ー クで紹介され
た ．
"Our la wyers put your money in little bags, then we 
have trained dogs bury them around town. 







• 正解対象語は不正解対象語と比較され ． 反対の慈
味をもつ候補が選択される ． 反対性の推測には
ConceptN et (29]が利用される ． そのデ ー タベ ー




• 利用できる対象語が発見されたら ． プログラムが
正解対象語と反対 対象語を出力して ． どれで解釈
すればよいかをユ ー ザに確認をする ．
評価実験はチャットログとスト ー リ ー ．集を使用した
「冗談可能性の発見率」という方法で人間との比較を






が． 研究テ ー マにならなかったと＼ヽう訳ではなかっ
た ． 滝澤[30] . 北垣[31] . 金杉[32] . 滝澤[33]と
いったパイオニアたちの手法が再考されたり ． 改善さ
れたりした ．
少し異なる手法も提案された． 例えば ． 田辺[34]は
生成パター ンを7つも用意し ． 一般と逆のアプロー チ
を選択した上 ． 類似していない概念を見つけるために




用されるのはJAP Eの日本語版. BOKE (Bilingual 
jOKe Engine)である[22].
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2.3.1 .1 駄洒落 な ぞ な ぞ
溢文 はJAPEで使用された駄洒落 ． な ぞな ぞの三つ
． ， ク イプを 日 本語の例で紹 介して いる ．
● (jぼ型 (juxtaposition )
なぞなぞの答えにおいて類似した発音の単語を近接
-. て 出現させる駄洒落 ：
「委 員 会 に 行かな く てい い んか い ？ 」
• ll換型 (substitution)
なぞなぞの答え において単語の 一部分を発音の類似
ー た 別の単語で府換する駄洒落 ：
「鉄筋コンクリ ー ト」→ 「鉄筋コン釣 り 糸」
• 対比型 (comparison )
なぞな ぞの答えに おいて発音の一部を入れ 替えた単
i を 対比させる駄洒済 ：
―小説家と歯を悪 く する第子との違 い は何？」「三島
·h紀夫と虫歯 グリコ」
日 本語駄洒落な ぞな ぞで は 対比型 は 一般的で はな
． ． 併腔型は 回答形式 にな り に く いため . BOKEは腔
：そ 型を扱っている．
2.3.1 .2 処理の流れ
まず ス キ ー マを与える制約の下で シ ス テ ム は ス キ ー
マ が与える関係にある語黎を辞苔から取り出し ． また
辞mに 登録されていない語槃を生成する． 次の ス テ ッ
プでは得られた語袋をテ ン プ レ ー トに 当てはめ ， 駄洒
落なぞなぞの回 答文を生成する．
2.3.1 .3 辞書
ユ ー モアに 関する恰報がない人手で作成された手製
辞杏と比較するため に分類語黎表 [35]から抜粋された
小型 シ ソ ー ラ ス が利用された． 類音語を見つけて複合
語を腔き換えるの は シ ス テ ムの重要な部分である． こ
のため ， 両方の辞苔の見 出し語 に複合語が含まれた．
三遊亭の 「駄洒落四 季報366 日 」 [36]を用 いてその駄洒
落デー タから駄洒落を構成する単語 ， その上位概念 ，





て開発された ．生成された駄洒落 は 簡単な も のだった
が ． 駄洒落を出す物体はア ー ト としてデザインされ．
芸術的なオ プ シ ェ として開発され た シ ス テ ム が1998
年 7 月 3 日 の京都新聞で紹介され ． 下記の駄洒落の例
が紹介されている ：
「苔 （こけ） でこける」「小結の小娘」「機関車の気管支 炎」
「吸首を買来千香子」
「言語惑比」という観点から見るとシ ス テム は 多種類
で 多只の駄洒落を生成するという も のだった． 駄洒落
の も とになったのは . 65,000辞苔の見出し語 ． 品 詞梢
報 語義文部分 ． 用例を自動抽出した も の ． ことわ ざ
事典の ことわ ざ ． また は 時事語や人 名 の表記と説み
（人手で 入力された1,500語） であった ． 使用されたパ
タ ー ン は 以 下 に 示す 4 つである．
• 同音 反 復
単純な同音反 復 に よる駄酒落 ． 辞苔の見出し語中 ．
読みが 1 字だけ違う語同士を品 詞情報と照合し ． 品詞
に 見 合う助詞をつ けて文の作成を行った ．
河馬の蒲焼き （かばのかばやき）
図 1 「B級機関」． デー タとプログ ラ ムを搭載したサ プ • 地 口
PC及びフ
＇
リンター が ピ ラ ミ ッ ドの中に 入れられ 文中の単語を類音語に 貯き換える駄酒落 ． 辞苔の用
て ． オ プ ジ ェ が三 脚の上 に 固定された ． 無線 例中の見 出し語挿 入部分を ． 訛みが違 う 別の単語と骰
キ ー ボー ド に よる刺激を与えると駄洒落パ タ ー き換えて出 力する． 後で正し い 文を出力させ． 「 一人
ン が変更される． 突っ込み
一人ぼけ」の寂し い 惑 じ を演出する．
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38 知能 と 情報 （ 日 本知能情報 フ ァ ジ ィ 学 会誌）
「飴の無 い旅に 出 る 」 な ん て • • • → は っ ． 「 当 て の 無い旅
に 出 る 」 だ ろ う っ て • • •
• む だ 口
文 と ， そ の 文末の ー語の音か ら 始 ま る 単語 ・ 文 を 結
合 す る タ イ プの駄酒落で あ る ． こ と わ ざ を 形態索解析
し ． 文末のー語の 先頭の 2 字か ら 始 ま る 時事語 ・ 人 名
を 結合 し て 出 力 し た ．
一 日 の 長 →一 日 の チ ョ ー ヨ ン ビ ル
• 漫才
か け あ い漫才 タ イ プ ． あ る 語の説明 と し て ． 読みが
一字違 う 別 の 語 の 語 義 文 を 出 力 さ せ ． そ れ は違 う と
突 っ 込み を 入 れ る こ と で実現 し た ．
B :  ま ぁ ま ぁ ． 落 ち 着 き な ． 背 い か ら 始め よ う や ．
T :  そ う か ー ． ほ な ． し ヽ く か ．
T :  せ や ね ぇ ． 青 い と 言 う た ら 未熟 や な ．
B :  そ れ っ て ， 夜 ． 野 外 で寝 る こ と ？
T :  ち ゃ う ち ゃ う ． そ れ野宿 や が な ．
T :  君 と は よ う つ き 合 っ て お れ ん わ ！
2.3.3 PUNDA 
日 本語 の 駄洒 落 を 研究 し て い た Dybalaは そ の 文 系
的 な 研究成果 を 用 い て , Binsted , l竜澤 と 松澤の ア イ
デ ィ ア を 新 し い時代 に進 ま せ る た め に ， ウ ェ プ マ イ ニ
ン グ と 惑情処理 を 導 入 し ． チ ャ ッ ト の 中 で駄洒落の 発
話 を す る シ ス テ ム PUNDAの提案 を 行 っ た [39] . 自 然
言語処理 に よ る 「 日 本語 の 言葉遊び」 の レ ベ ル か ら Hu­
man Computer Interaction 分野での応用 を 目 指 し た ．
既 に Morkes ら は 英語 を 対 象 と し た 実験 を 行 い ユ ー
ザ と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン に お い て ユ ー モ ア が シ ス テ ム
の評価の向上 に つ な が る こ と を 証明 し て い た [38] . こ
れ に 対 し て Dybala ら は ． 駄洒落 の も と に な る 単語の
生成ル ー ル を 12個 も 提案 し [39] . モ ー ラ 単位で平仮名
の操作 を 行 っ た (MeCab-skkseが を 用 いて滝字候補の
検 出 機能 も あ っ た ） ． 名 詞 「 か た な 」 に 対 し て 「勝 た な
い 」 ． 「仕方 な 」 や 「 買 っ た な 」 な ど の 複数 の 候補 を 出 力
す る ． 慈味の無 い 候 補 が 多 い た め . MeCab9 1こ よ る 形
態索解析 及び検索エ ン ジ ン の ヒ ッ I、 数 に よ っ て 対象 名
詞 と 候補の組み合わせの 存在率の 自 動謂査 を 行 う 機能
も 搭載 さ れ た ．
2.3.3.1 チ ャ ッ ト ボ ッ ト ヘの導入
Dybala ら の 研究室で研究 さ れ て ＼ ヽ た 非 タ ス ク 対 話
8 http://chasen.org/― taku/software/mecab-skkserv/ 
9 http:/ /mecab.sourceforge.net 
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シ ス テ ム [40] に提案 ア ル ゴ リ ズ ム を イ ン プ リ メ ン ト
し ． 中 村の惑悟表現辞典 [4 1 ] を 用 い た 惑梢梢報発見手
法ML-Ask [42] に よ っ て 発話 タ イ ミ ン グ と 自 動評価 を
行 う Pundalin シ ス テ ム の 開 発 を 行 っ た [38] . ネ ガ テ ィ
プ な 惑情が 発 見 さ れ た ら ． そ の ユ ー ザの台詞の 中 の 名
詞 に 対 し て 駄洒 落 が 作 成 さ れ る （ さ れ な か っ た ら ．
Sjobergh ら の駄洒落 デ ー タ ベ ー ス [41 ] を 参照す る ） ．
例 え ば ．
USER : カ エ ル は 大嫌 い ！
PUNDALIN : カ エ ル と t ヽ え ば 使 え る か ？
の よ う に 「 カ エ ル」 はKWICデ ー タ ベ ー ス I
ll
か ら 「つ • か
え る • か」 と い う シ ー ク エ ン ス を 発 見 し て 改 め て 準 備
さ れ た テ ン プ レ ー ト に 挿 入 し た 後 ． 発 話 が 生 成 さ れ
る ． 他 に 生成 さ れ た ユ ー モ ラ ス な 応答の例は下記の よ
う な も の で あ っ た ．
USER : ラ プ コ メ 嫌 い です よ ！
PUNDALIN : ラ プ と し ヽ え ば 選ぶん だ よ ね
感情が は っ き り し て い な い ユ ー ザ発話 に 対 し て は ．
Shiの惑箭的 な 因果関係 を 発 見 す る ア ル ゴ リ ズ ム [43]
を 用 い た 例 え ば「暖か いですね」 と い う 入 力 文 に 対 し
て そ の ウ ェ プマ イ ニ ン グ を 用 い た手法に よ っ て そ れ は
ポ ジ テ ィ プ な 気 分 の場合が 多 い こ と が わ か る ．
2.3.3.2 評価実験
対話 を 行 っ た ユ ー ザの86.4 % は駄洒落が言 え る シ ス
テ ム の方が良 い と 評価 し た ． 様 々 な カ テ ゴ リ ー を 讃 査
し た ア ン ケ ー ト の結果 に よ る と . Pundalin は面白 く ．
人間 っ ぽ く ． も っ と 長 く し ゃ べ り 統け た い相手 と 評価
さ れ た ． つ い で に 第三者の 評価 及び惑恰処理 に よ る 自
動評価の実験 も 行 われ ． 総ての結果 に お いて駄洒落 を
使用 し た 対話 シ ス テ ム の 優位性の確認を 行 っ た ．
2.4 漫才ロ ポ ッ ト
Dybala と 同 じ 時期 ． 同 じ 研究室 （著者 ら の 研究室）
で 文 部科学 省 の 外 国 人特 別 研 究 員 と し て 研究活動 を
行 っ て い たSjobergh ら が漫才 ロ ポ ッ ト を め ざ し ． ツ ッ
コ ミ と ポ ケ の 台 詞 を 生成 す る シ ス テ ム の 開 発 を 行 っ
た ． 特殊な ウ ェ プ ク ロ ー ラ を 使用 し ． 研究の第 一段階
と し て駄洒落 ． な ぞ な ぞ と こ と わ ざの デ ー タ ペ ー ス の
自 動作成 を 行 っ た ． こ れ ま での シ ス テ ム と 違 っ て ． 人
間 は 下 ネ タ を 面 白 い と 惑 じ る こ と が 多 い と い う 閥査結
果 を 用 い て ． 下品 な 表現の マ ル チ リ ン ガル な 辞m を 利
用 す る こ と と し た ． 他 に 本研究の 新 し い 点 は ボ ケ と
10 http:/ /languagecraft.jp/lnvic/ 
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図 2 Sjobergh ら の沿 オ ロ ポ ッ ト
I コ ミ の や り 取 り テ ン プ レ ー ト 及び シ ス テ ム の身体
L で あ る ．
こ.4.1 使用 さ れ た ロ ポ ッ ト
足 し か 動 か せ な し ヽVstone社 の Robovie-i 1 1 に ス ピ ー
..;.. .J.,\搭載 さ れ . Aquestal 1� -音 声 合成の ソ フ ト に よ っ て
- , ヽ ク ー ン の 声 の 出 力 が 可 能 な 液 オ シ ス テ ム d e あ
ー ポ ッ ト の動 き が限 ら れて し ヽ た が ． 身体の傾 き ． 回
小歩 き がで き て ． 自動的に作成 さ れ た漫 才 ス ク リ
一 l に 合 わ せ て 動作 す る よ う に プ ロ グ ラ ム さ れ て し ）
―.4.2 評価実験 と そ の問題
；り オ シ ス テ ム が生成 し た漫才 を 北海逍大学の学生食
ー 大学生の60人の 被験者 （ 女性 1 7 人 ． 男性43 人 ） に
ニ キ ス ト パ ー ジ ョ ン と ロ ポ ッ ト バ ー ジ ョ ン を 見せて ．
- .'勺 （最低） か ら 5 点 （ 最高） ま での ス ケ ー ル で評価実験
を n· っ た ． ロ ボ ッ ト の方 が テ キ ス ト よ り 好評で (2.8点
'3- 1.3点） [ 44] . 全体的 な 評価 は3.3点 で あ っ た [45] .
二 と わ ざ を 利 用 し た 生 成 は 人間 と 同等の レ ベ ル に な
． な ぞな ぞは 人間の次の 2 位だ っ た . tAJ超点 と し て
祉補i者の 「信頼性」 が 挙げ ら れ る ． 漫才 を 見 て 爆笑 し
で に かか わ ら ず l 点か 2 点 し か付 け な し ヽ 人が 少 な く な
1 っ た た め ． よ り 客観的 な 方法 ( fMRIな ど ） を 使 用 す
る 必要 が あ る ． 駄洒落 ． な ぞな ぞ生成の出 ）J の 例 と し
て ：よ 下 記 の も の が 挙 げ ら れ る ．
昴j は 晶 尚 だ け ど ． 許 さ れ な し ヽ こ と の 閥 尚 は な ～ ん
で ？ 婚外交渉 ．
そ ノ は モ ノ だ け ど ． 増 え て 困 り ま す モ ノ は な ～ ん だ ？
之•か 者 ．
: : http://WW\v.vstone.eo.jp/ top/products/robot/Robovie-i.html 
: :! http:/ /WW\\'.a-quest.com/aquestal/ 
二 1 1 / 1 0
2.4.3 BAKAROBO コ ン テ ス ト ヘの参加
本研究の実行者で あ る Sjoberghの フ ァ ー ス ト ネ ー ム
で あ るJonas を も じ っ た 「用無 し 」 と t ヽ う ニ ッ ク ネ ー ム
で2008年 に 明 和屯 気 と 吉本興業の主催で行わ れ た 「パ
カ ロ ボ」 お 笑 t ヽ コ ン テ ス ト に 2 台の ロ ポ ッ ト の コ ン ピ
が出演 し た こ れは ． 歴史上初め て の 全 自 動で ネ タ を
「 考 え る 」 コ メ デ ィ ア ン マ シ ン が ス テ ー ジ に 出 て デ
ビ ュ ー を 果 た し た こ と に な る ． 出 力 さ れた 下 ネ タ が危
な す ぎ て 優 勝 は で き な か っ た ．
し か し ． フ ァ イ ナ ル に 向 け て 視聴者か ら の 入 力 を 受
け 付 け る 機能 が テ ス ト さ れ ． 大 き な拍手 を 得 た ． コ ン
ト ロ ー ル の で き な い 人 工 知能 と し て の 暴 走 の 恐 れ が
オ ー ガ ナ イ ザ ー の 間 で心配の も と に な っ た そ う で あ
る ． コ ン テ ス ト の 後 で シ ョ ー を 紹 介す る プ ロ グの感佑
表現に よ っ て 行わ れ た 分析結果を 見 る と ． 他の出演者
よ り ネ ガ テ ィ プな評価が数倍あっ た が ． ポ ジ テ ィ プな
評価 も 数倍 多 か っ た [45] . こ れは ， 「用無 し 」 の話題性
の 高 さ を 表 し て い る も の と 思わ れ る ． 以 下 ， 本漫才 ロ
ボ ッ ト の ス ク リ プ ト の例 を 紹 介 す る ：
R l & R2 : 「 期 待 し な い ほ う が 良 い 汚 い ロ ポ ッ ト の
シ ョ ー ト コ ン ト です ． よ ろ し く お顛 t ヽ い た し ま す ． 」
Rl :  「最近 私は廂 も 栢 も れば山 と 成 る っ て い う 惑 じ
で し た よ ． 」
R2 : 「 j他の場合 ． 尻 も は め れ ば山 と 成 る っ て 惑 じ た け
ど ． 」
Rl : 「何 言 っ て る ん だ よ ！ 」
R2 : 「 私 と 言 え ば ． 自 己紹 介 ． 私 は 今 日 ． 車 に はね ら
れ ま し た ． 事 故 紹 介 で し た ． っ て 言 い た く な る よ
ね ． 」
Rl : 「 は は は ． 面 白 い 面 白 い ！ 」
R2 : 「 今 日 は 今 日 だ け ど ． こ っ ち か ら お断 り の 今 日 は
な 一 ん だ ？ 」
Rl : 「 f可 ？ 」
R2 : 「 色梢 今 日 」 （ 色恰 狂 ）
Rl : 「パ カ じ ゃ な い の ！ 」
R2 : 「紹 介 と 自 己 っ て 自 己紹 介 を し ょ う か い ． 党 え
て き た ． 」
Rl : 「 も う t ヽ い よ ！ 」
Rl : 「 有雅 う ご ざ い ま し た ． 終 了 です ． 」
3 . 学習型
人工 知 能 分野の メ イ ン ス ト ー リ ー ム で あ る 「機械学
習 」 の ア プ ロ ー チ は ユ ー モ ア 処 理 に も 見 ら れ た ．
Mihalcea と Strapparava [ 46] は ． 様 々 な 機械学習 と テ
キ ス ト 分 類の 方法 を ユ ー モ ラ ス と 非ユ ー モ ラ ス の テ キ
ス ト デ ー ク の 自 動 分類に適用す る 研究 を 行 っ た ． ユ ー
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モ ラ スデ ー タとしてWebで見つけたone-linertl� を設
定し ． そ れに対してロ イ タ ー のニ ュ ー ス の タ イトル ．
ことわ ざ ， British National Corpusの 大規校 コ ー パ ス
から葬通の文 ． およびOMCS知 誡 ベ ー ス [29] からの
「常識文」を 4 つの非ユ ー モ ラスデ ー タセ ッ トとして使
用した ． 特定の文体の特 徴 （ 頭韻 ． 反 意性 ， 大人の ス
ラ ン グ）を利用して ． ユ ー モ ラ スな デ ー クと非 ユ ー モ
ラ スなデ ー タセ ッ トの各ペ ア に 対して自動的 に 決定木
を構築した ．
分類の精度は54 % ( ユ ー モ ア 対ことわ ざ ）から77%
（ ユ ー モ ア 対 ニ ュ ースの タイトル ）の間 だった ． 他の自
動分類器 （ ナ イ ー プベ イ ズ . SVM ) を利用してもほぼ
同様 に 良 好な結果が得られた． 苔 者 によると本研究に
よりユ ー モ ラ スな文政の特徴が明らか になり ， 人間 中
心の語槃 ． 否定の数 ． 否定的な態度 ， プロの社会の話
題 ． そ して人間の弱さと い うテー マなどがユ ー モ ア 発
見の要索として利用 できることが明らか に なった ．
4 . ま と め
20年の間で単語の類似度と辞苔情 報 に 甚づいた単純
な操作 によるユ ー モアの出 力が可能な シ ス テムが大多
教を占 めていて ． 現在も主流である ． 柑数の生成 メ カ
ニ ズムが研究され ， そ れが様々なプログ ラ ムで実現さ
れたため ． 自然言語処理の分野からHCI ( Pundalin) と
HRI (用無し）分野への シ フ トに t�信 号が出されたと言
える ．
駄洒 落 だ け ではなく ． 他の修 辞 （ 皮 肉 ． ト ー トロ
ジ ー ）も ． 漫才に お けるジェスチャ ー の自動生成とそ
の影響 [47] も研究されている. Sjoberghの研究は漫才
ロボ ッ トだ け ではなく ． 駄洒落デ ー タペ ース ． 下品な
単語辞典及び面白さ度の自動計沿手法 [48] も生んだ ．
ユ ー モ ア の認滋は認知科学の分野でも研究されている
[49] .
テキストデ ー タ （ コ ー パス ． デ ー タベ ー ス ． 辞1=i
オントロジー ． シ ソ ー ラ スな ど ）が増加し ． 機械学習
と文系の コ ラ ポ レ ー シ ョ ンによる新たな進歩が見られ
ると思 わ れるが ． そ の機会は未 だ に 少な い . 1996年
[50]と2002年 [51] に行われたComputational Humorに
関する ワ ー ク シ ョ ッ プのような集まりをより頻繁 に行
えば進歩のペ ー スが向上する であろう. 2 0 0 8 年 に
LIBM ( Laughter in Interaction and Body Movement)
が旭川 で行われた ． 学際的 な ワ ー ク シ ョ ッ プ 13として
LIMB は 大成功であったが ． より大き いス ケ ー ル で
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